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こ

う
し

た
思

想
史
的
問
題

点
と

は
別
に、

相
互

依
存
そ

れ
自
体
の

問
題

点
も

指
摘
さ
れ
る

。

或
る

相
互

依
存
の

仕
方
よ
り、

別
の

相
互
依

存
の

仕

方
の

方
が

良
い
、

と

い

う
た

め

に

は
、

相
互

依
存
以
外
の

観
点
が

必

要
で

あ
る

。

相
互
依
存
と

い

う
こ

と

か

ら

共
存
共

栄
と
い

っ

た

イ
メ

ー
ジ

を

描

く
場

合
が

多
い

の

は
、

個
の

独
立
や

自
律
と

い

っ

た
、

必
ず
し

も

相
互

依

存
と

は

関
係
の

な
い

概
念
が

無
意

識
に

前
提
さ

れ
て

い

る
。

ま

た
、

相
互

依
存
を
、

万
物
の

無
限
の

連
関
と

解
す
る

な

ら、

実
質
上、

因
果
連
関
を

個
人
が

把
握
す
る

こ

と
は

で

き
ず、

倫
理
原

則
と

し

て

機
能
し
な
い
。

先

ほ

ど

の

全
体
主
義
と

の

親
和
性
と

も

関
係
す

る

が
、

ど

の

よ
う
な

範
囲
で

相
互

依
存
を

考
え
る

の

か

と

い

う
限
定
が

明

確
に

さ

れ

る

必
要
が
あ
る

。

　
相
互

依
存
が

我
々

の

倫
理
の

基
礎
に

あ
る

こ

と

は

間
違
い

な
い

が、

華

厳
教
学

的
な

万
物
の

相
互

依
存
が
、

生
命
倫
理
と

い

う

具
体
的
な

場
面
で

有
効
性
を

持
つ

か

は
疑

問
と

醤
わ

ね

ば
な

ら
な
い

。

再
生
医
療
と

生

命
倫
理

渕

　
上

　
恭
　
子

　
二

〇

〇
八

年
一

〇
月、

文
部
科
学
省
専

門
委

員
会
で

「

人
工

多
能
性
幹

細
胞
（・
エ

PS

細
胞
　
ぎ

量
o

巴

国

霞
言
o

融
葺
の

融
80

Φ

＝
）

」

か

ら
の

生

殖
細
胞
の

作
製
が

解
禁
さ

れ
た

。

そ

れ

に

続
い

て、

二

〇

〇

九
年
四

月、

政
府
の

総
合
科
学
技
術
会
議
で

、

難
病
治
療

研
究
の

た
め
の

人
ク

ロ

ー

ン

〔
体
細
胞

核
移
植
）

胚
の

作
製
を

認
め
る

指
針
改
正

案
が

了

承
さ

れ

た
。

樹
立
に

際
し、

生

命
の

萌
芽
と
さ

れ
る

受

精
卵
や

卵
子
が

破
壊
さ

れ

る

ES

細
胞
と

は

異
な

り、

人
体
の

あ
ら

ゆ

る

組
織
や

臓
器
に

分
化
し
う

る

幹
細

胞
が、

皮
膚
細
胞
か

ら

得
ら

れ
る

iPS

細
胞
は、

幹
細

胞
の

作

製
に

伴
う
生

命
倫
理

問
題
が

ク

リ
ア

さ

れ

る

再
生

医
療
の

切
り
札
と

さ
れ

て

い

る
。

こ

う
し
た

iPS

細
胞
の

研
究
が

世
界
の

幹
細
胞
研
究
の

主
流

と

な

っ

て

い

る

中
で、

人

間
の

卵
子
を

大
量
に

必
要
と

す
る

倫
理

問
題
含

み

の

人
ク
ロ

ー

ン

胚

作
製
が

、

な
ぜ

承
認
さ

れ

る

こ

と
に

な
っ

た

の

で

あ

ろ

う
か

。

　
二

〇
〇
五
年
の

韓
国
ES

細
胞
論

文
捏

造
事
件
で

露
呈
し

た

よ

う
に
、

人
ク

ロ

ー
ン

胚
の

作
製
に

要
す
る

大
量
の

未
受
精

卵
を、

女
性
の

身
体
に

侵

襲
を

加
え

て

採
取
す
る

こ

と

に

は

多
大
な
る

倫
理

問

題
が

つ

き

ま

と

う
。

だ
が、

生

身
の

女

性
か

ら

卵
子

を

採
取
す
る

こ

と

な
く

、

ipS

細

胞
か

ら

研
究
用

卵
子
を
作

製
し、

そ
れ

を
人
ク
ロ

ー

ン

胚
研
究
に

用
い

れ

ば、

研
究
用
卵
子
の

入
手
に

伴
う
生

命
倫
理

問
題
が

回
避
さ

れ

る
。

大
量

の

除

核
未
受
精
卵
の

入
手
に

伴
う
倫
理
問
題
が

指
摘
さ

れ
る

に

せ

よ、

i

PS

細
胞
の

有
効
性
が

確
証
さ
れ
て

い

な
い

現
段
階
で

は
、

ヒ

ト

ク

ロ

ー

ン

ES

細
胞
の

樹
立

を
視
野
に

入
れ
た

人
ク
ロ

ー

ン

胚
研
究
の

線
を、

幹

細
胞
研

究
の

選

択
肢
か

ら

退
け
る

の

は

困

難
で

あ
る

。

先
の

二

つ

の

指
針

改
正

の

背
後
に

は
、

研
究
用
卵
子
の

入
手
に

伴
う

倫
理

問
題
の

回
避
を
ね

ら
っ

た
、

い

わ

ば
ヒ

ト
ク

ロ

ー
ン

ES

細

胞
研
究
の

代
用
研
究
と

し

て、

iPS

細
胞
研

究
を

遂
行
し

よ

う
と

い

う
意
図
が

見
て

と

れ

る
。

　
iPS

細
胞
が

再
生
医
療
に

利
用
可
能
か

ど

う
か

を

検
証
す
る

た
め

に

は
、

 ・
−

PS

細
胞
か

ら

精
子
や
卵
子
を

作
る

、

 
iPS

細
胞
か

ら
作

製
し

た

精
子
と

卵
子
を

受

精
さ

れ
る、

 
受
精
さ

せ

て

作
っ

た
胚
を
子
宮

に

戻
し

て

着
床
す
る

か

ど

う
か

調
べ

る
、

と

い

う
二

つ

の

ス

テ
ッ

プ

を
踏

ま
な
け

れ

ば
な

ら

な
い

と

さ

れ

て

い

る
。

 
は

倫
理
的
理

由
故
に

不
可
能
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で

あ
る

に

せ

よ
、

先
の

文

部
科
学
省
の

指
針
で

は
、

 
iPS

細
胞
か

ら

の

配
偶

子
の

作
製
は
解
禁
さ

れ
た

が
、

 
iPS

細
胞
か

ら

作
製
し

た
精

子
と
卵
子

を

受
精
さ
せ

る
こ

と

は

認
め
ら

れ
な

か

っ

た
。

文
部

科
学
省
の

指
針
に

対
し

、

iPS

細
胞
研
究
推
進
派
の

み

な
ら

ず
、

配
偶

子
提
供
に

よ

る

不

妊
治
療
の

発
達
に

期
待
を

か

け
る

不
妊
の

人
々

の

間
で

も
、

・
lP

S
細
胞
か

ら

作
製
さ
れ
た

精
子
と

卵
子
の

受

精
を

認
め

る

よ
う
要

求
す
る

声
が
上
が
っ

て

い

る
。

だ
が、

iPS

細
胞
に

由
来
す
る

精
子
と

卵
子
を

受
精
さ

せ

て

胚
を
作
る
こ

と

は
、

不
妊

治
療
の

名
の

下
に

人
造
人

間
を
作

り

出
す
こ

と

に

他
な
ら

な
い

。

ま

た、

受

精
を
も
っ

て

生

命
の

始
ま

り
と

見
る

な
ら

ば
、

iPS

細
胞
に

由
来
す
る

配

偶
子
か

ら

の

胚
の

作
製
が

認

め

ら
れ

た

場
合

、

研
究
と

称
し

て
、

自
身
の

体
細
胞
か

ら

作
ら
れ

た

配
偶

子
が

他
の

異
性
の

配
偶
子
と

受
精
さ

せ

ら

れ
る

と、

自
分
の

う
か

が
い

知

れ
な
い

所
で

、

他
人
と

の

間
に

子
供
が

作
ら
れ

る

こ

と

に

な
る

。

研
究
推

進
派
に

と
っ

て
、

iPS

細
胞
か

ら

作
製
し
た

精
子
や

卵
子
の

受

精
能
力

を

検
証
す

る

こ

と

が

急

務
で

あ
る

と

し

て

も、

再
生

医
療

の

名
に

お

い

て、

生

命
の

尊
厳
を
冒
し

、

人
問
の

ま
が

い

物
が

作
ら

れ

る
恐
れ
の

あ
る

研
究
を

遂
行
す
る

こ

と

が
、

果
た

し

て

社
会
の

倫
理

観
に

適
っ

て

い

る

の

だ
ろ

う
か

。

　
倫
理

問
題
の

な
い

幹
細
胞
と

い

う
触
れ
込
み

で、

世
界
に

先
駆
け
て

作

製
さ
れ
た

「

日
本
発
」

の

iPS

細
胞
は
、

世
界
の

幹
細
胞
研
究
の

勢
力

図
を
塗
り

替
え、

再
生

医
療
を
め

ぐ
る

政
治

力
学
を

大
き

く

変
化
さ

せ

た
。

そ

う
し

た
流
れ
の

中
で、

ES

細
胞
研

究
か

ら
iPS

細
胞
研
究
に

至
る

幹
細
胞
研
究
を
つ

か

さ
ど

る

生
命
倫
理
も
ま
た、

新
た

な

課
題
に

直

面
し
て

い

る

と

考
え
ら
れ
る

。

宗
教
ツ

ー

リ

ズ
ム

の

生
成
と

課
題

松

井

圭

　
介

　
本
報
告
は、

現
代
に

お

け
る

巡
礼
創
造
の

事
例
と

し
て

「

な

が

さ

き

巡

礼
」

を
取
り
上
げ、

個
々

の

教
会
や

殉
教
地
が

巡
礼
と

し

て

結
び

付
け

ら

れ

て

い

く
様
態
を

、

地
方
自
治
体
と

カ

ト

リ

ッ

ク

の

両
側
面
か

ら

検
討
す

る

こ

と

を
通
し
て、

巡
礼
創
造
の

ダ
イ

ナ

ミ

ズ
ム

と

ツ

ー

リ
ズ
ム

の

課
題

を

検
討
す
る

。

　
長
崎
の

教
会
群
は、

ザ
ビ

エ

ル

以

来
四

五

〇

年
に

わ

た

る
キ

リ
ス

ト
教

の

受
容
・

弾
圧
（
潜
伏
）

・

復

活
と

い

う
歴

史
の

表
出
で

あ

り、

二

〇

〇

七

年
に

は
、

世
界
文

化
遣
産
の

暫
定
リ
ス

ト

に

登
録
さ

れ
た

。

現
在、

複

数
の

ア

ク
タ
ー

に

よ
り
長

崎
の

教
会
群
を
聖
地
巡
礼
の

道
と

し

て

接
合
す

る

動
き
が

活
発
化
し
て

い

る
。

な
か

で

も
教
会
群
を
文
化
財
と

し

て

保
全

し、

さ

ら

に

有
力
な

観
光

資
源
と

し

て

活
用
し
て

い

き

た

い

行
政
（

長
崎

県
や

各
自
治
体
V

と
、

布
教
と

信
徒
の

信
仰
生
活
と

の

は

ざ
ま

で

ゆ

れ

る

カ
ト

リ
ッ

ク

長
崎
大
司
教
区
の

動
き

は

顕
著
で

あ

る
。

　
第
】

に、

行

政
側
の

対
応
を

検
討
し

た

い
。

長
崎
県
で

は、

二

〇
〇
五

年
度
に

始
ま

っ

た

「

な
が

さ
き

歴
史
発
見
・

発
信
プ

ロ

ジ
ェ

ク

ト
」

に

お

い

て
、

長
崎
県
の

歴
史
と

文
化
を

活
か

し

た

観
光
振
興
の

取
り

組
み

を
行

っ

て

い

る
。

当
プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
の

試
み

は
、

歴
史
的
文

化
財
（
遺
産）

の

発
掘
・

発
見
や

保
全
を
担
う
教
育
委

員
会
と、

こ

う

し
た

歴
史
的
文
化
財

を
観
光
に

活
用
し
た
い

県
観
光
課
と
の

コ

ラ

ボ
レ

ー

シ

ョ

ン

で

あ
り

、

当

プ

ロ

ジ
ェ

ク

ト

が

最
初
に

と

り
あ
げ
た

の

が
、

「

キ

リ
シ

タ

ン

文
化
」

で

あ
る

。

さ
ら
に

は

長
崎
県
観
光
連
盟
も

長
崎
県
の

観
光

戦
略
の

な

か

で
、
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